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1．　諸 言

　Hydroponicsは，清浄な生野菜を得るChem－Cultureの方法である・）・・）・3）・。これは，一般に，

化学薬品を人工的に配合して調製した培養液を，小石（大豆～小豆大のもの）を入れた一定のベッ

トに満たし・一定時間（定説がない）放置後流出させ，また培養液を満たして一定時間放置後流出

きせる。この操作を繰り返しながら，その間に目的とする野菜を生育させるのである1）’2）・3）・4）・5）。＝

　この方法は，先ず，食品衛生学的にみて優れた，清浄な生食野菜を得るための要望にこたえて考

案されたものであるが，それら野菜の生育中における栄養生理学的性質と，生食する場合の食品と

しての栄養i学的性質等との間に興味深い関係がひそんでいる6）・7）・8）・9）・1°）・11）・12）。

　本実験は，その実用化のための基礎的資料を得るために，培養液の試作並びにそれにより生食野

菜を培養iした場合の生育状態をしらべたものである。

2．　実　　験　　方　　法

　供試ベットに，レタスの苗を移し，培養液を供給し，その生育状態を測定するとともに，培養液

のpH，アンモニア態窒素の吸収を検討した。

　（1）洪試培養用ベット　　森野・井戸の設計・施行による，野外に設けた培養液量150　1容の

コンクリート製ベットを用いた。その構造は図の通りである。

図一1　　実験用ハイドロポニックベッド設計図（単位cm）
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　（2）洪試生食野菜　　堀5），田中及び山本‘）などは，レタスなどによる水耕を試みている。こ

のことから，本実験の僕試生食野菜としてレタスの適用を考えた。　　．一．　　購義』＿

　レタス（品種：グレートレークス）を苗床（冷床）に播種し，発芽し・生育しつつある苗（播種

後25日経過）のうちから，健全正常な個体のみを選び，供試培養ベットに移す。

　（3）培養液とその供給方法　　培養液の処方は4）・5）・6）・13）・14）・15），明らかにされたものは少なく，

第1表に示す配合とし，水溶液に調製し，基本濃度培養液とした。

　培養液の供給方法は，従来の方法2）・3）・4）・5）を検討し，4つの試験区をつくり，第2表に示す通り

の供給方法とした。
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第1表基本濃度培養液 第2表　培養液の供給方法
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培養液の供給方法

基本濃度培養液の全量を7
日毎に更新する

基本濃度培養液の半量を7
日毎に更新する。

基本濃度培養液の同量を14
日毎に追加する

4面’P魏灘醗5劇
　なお，微量要素は水道水中に含有するものに依存し6）・7）・8），pHは調製した培養液のままとし・

変更する必要を認あなかった2）・3）・4）’5）。

　（4）生育の管理と測定　　供試培養用ベットを野外におき，レタスの生育中の病害虫予防4）の

ためには，2週間毎に農薬（ダイセン，マラソン）を散布した。

　生育の測定は，7日毎に，葉数・葉長・葉巾について測定し，9週目に1個体あたりの生体重を

測定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　培養液のpHは，ガラス電極pHメーターで測定し，培養液中に残存しているアンモニア態窒

素の定量は，ミクロキエルダール法を応用した測定法16）によった。

3．測　　定　　結　　果

　レタスの生育状態の測定結果，並びに培養液のpH，残存したアンモニア態窒素は，第3表，第

4表，第5表の通りである。なお採取して試食した結果によれば，生食野菜として好適であった。

第3表　　レタス（グレートレークス）の生育状態　（単位mm）
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第4表培養液のpH
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　第5表培養液に残存したNH4－N量（単位P．P．m）
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　化学薬品（化学肥料）の配合を考案して清浄野菜の培養液をつくり，レタスを培養し，この培養

液のレタスの生育に対する適否と供給方法について検討した。

　（1）　レタスは順調な生育をとげ，生食野菜として優れたものが得られたので，本培養液はレタ

スの培養に適するものと考える。特に・全窒素量に対するNH，－N量の配合割合は，この培養液に

おける濃度（20％〉で良い結果が得られることがわかった。

　（2）実験終了時のレタスの生体重は，培養液の7日毎全更新区は最も大で，つぎに14日毎全量

追加区・7日毎半量更新区の順で，21日毎に1．5倍量追加区が最も小であった。しかし，培養液の

消費量（化学薬品量，用水量），僕給に要する労力等からみて，14日毎全量追加の方法が実用的な

ものと考える。

　（3）培養液の更新あるいは追加によってpH値が｛氏下し，次後日数の経過と共にpH値が大に

なり，中性に近づいていった。この点にっいては尚研究を要する。
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